










 

(対象)サリドマイド被害児補償を求めて厚生省に屈出し,サリドマイド胎芽病

と認定された 240 名中(図 1),上肢奇形を有する 186 名中,記載不備のもの 2 名

を除いた 184 名(男子 96 名,女子 88 名)を対象とした。 

(方法)患者の X線写真を詳細に観察し,また普通写真を参照として,両上肢につ

いて縦線型減形成奇形 longitudinal reduction malformation をその重症度別

に,1)母指球筋形成不全型 thenar muscle hypoplasia-type,2)母指列形成不全

型 thumb ray hypoplasia-type,3)内反手型 radial clubhand-type,4)あざらし

肢症型phocomelia-type,5)無肢症型amelia-typeに分類して(図2),パンチカー

ドに整理記録し,名型の頻度を求め,また左右差を検討した。 


